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やくらいゴルフ場転売問題～果 

●町が訴えの提起に至った経緯（提案理由より抜粋）

８/５ 再エネ特別委員会 ８/２８ 第４回臨時会

起立採決の様子（賛成11人、反対５人）

　

ゴ
ル
フ
場
運
営
会
社
と
太

陽
光
発
電
事
業
者
を
相
手
に
、

ゴ
ル
フ
場
の
土
地
に
つ
い
て

「
町
に
所
有
権
が
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
」
「
町
が
本
来

の
土
地
所
有
者
で
あ
る
の
で
、

所
有
権
の
移
転
登
記
手
続
き

を
求
め
る
」
訴
え
を
提
起
す

べ
く
、
議
会
の
同
意
を
求
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

訴
え
の
提
起
に
対
し
て
、

賛
成
２
人
、
反
対
１
人
の
討

論
が
行
わ
れ
、
起
立
採
決
の

結
果
「
賛
成
多
数
」
と
な
り
、

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

８
月
28
日

土
地
所
有
権
の

　

 

返
還
を
求
め
る

年月日 内　　　　　容

R3.4.23
ゴルフ場運営会社が、やくらいゴルフ場の存続と周辺地区の自然環境保護を前提に、土地を担保に融資を
受けたいとの名目で町から土地を買い戻す

〃
ゴルフ場運営会社と太陽光発電事業者が当該土地に75メガワット規模の太陽光発電設備を設置する目的と
して明記された土地売買契約が締結される

R5.6.30 太陽光発電施設の開発などを行うことを目的とした事業者に所有権が移転

R6.1.31
再エネ特別委員会において、ゴルフ場運営会社からゴルフ場の閉鎖、太陽光発電事業者から当該ゴルフ場
の土地における太陽光発電施設の開発について意思が示される

　

議
会
は
町
と
一
丸
と
な
り

土
地
売
買
契
約
の
真
相
解
明

の
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　

執
行
部
に
対
し
て
は
、
関

係
資
料
の
提
出
と
経
緯
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
を

要
請
し
て
い
る
。

　

今
回
、
訴
え
の
提
起
を
認

め
な
い
こ
と
は
、
は
し
ご
を

外
す
行
為
で
あ
る
。

　

太
陽
光
発
電
事
業
者
が
町

を
相
手
に
提
訴
し
た
の
は

「
裁
判
を
通
し
て
土
地
売
買

に
関
す
る
事
実
関
係
を
整
理

す
る
た
め
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

町
は
そ
の
裁
判
で
事
実
関

係
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
よ
い
。

　

公
費
を
使
い
、
勝
訴
の
可

能
性
が
低
い
裁
判
を
起
こ
す

こ
と
に
反
対
す
る
。

　

ゴ
ル
フ
場
へ
の
融
資
先
が

太
陽
光
発
電
事
業
者
だ
と
議

会
が
知
っ
て
い
た
ら
、
土
地

の
買
い
戻
し
に
賛
成
し
た
だ

ろ
う
か
。

　

議
会
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事

業
に
全
会
一
致
で
反
対
し
、

訴
訟
関
連
予
算
も
可
決
し
た
。

　

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
訴
え
で
あ
る
。

賛成討論

反対討論

賛成討論

町が求める趣旨 ・町にゴルフ場土地の所有権があることを確認する

・町が本来の土地所有者であるので、所有権の移転登記手続き

　を求める

●…賛成　×…反対　※議長は採決に加わらない

訴えの提起（起立採決の結果）

尾

　

出

　

弘

　

子

佐
々
木

　

弘

　

毅

柳

　

川

　

文

　

俊

　

味

　

上

　

庄
一
郎

早

　

坂

　

伊
佐
雄

髙

　

橋

　

聡

　

輔

　

三

　

浦

　

又

　

英

伊

　

藤

　

由

　

子

木

　

村

　

哲

　

夫

三

　

浦

　

英

　

典

沼

　

田

　

雄

　

哉

一

　

條

　
　
　

寛

伊

　

藤

　

信

　

行

　

佐

　

藤

　

善

　

一

　

米

　

木

　

正

　

二

伊

　

藤

　
　
　

淳

× × × ● ● ● ● × ● ● ● ● ● × ● ●

尾出　弘子尾出　弘子

髙橋　聡輔髙橋　聡輔味上庄一郎味上庄一郎

たされなかった約束～ Vol.2
再エネ
問　題

　

８
月
５
日
に
開
催
し
た
特
別
委
員
会
で
は
、
町

か
ら
土
地
売
買
関
連
資
料
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
今
後
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

28
日
の
臨
時
会
で
は
、
土
地
所
有
権
返
還
を
求

め
る
訴
え
の
提
起
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

●問題が発覚してからの議会の主な動き 

石山町長から早坂議長へ資料が提出される

※委員会の運営などについて幹事会を５回（1/16、6/7、6/27、8/5、10/3）開催しました。

　

７
月
８
日
に
議
会
が
町
へ

「
土
地
売
買
に
関
す
る
情
報

の
開
示
」
を
要
請
し
た
こ
と

か
ら
、
土
地
売
買
の
発
端
と

な
っ
た
平
成
25
年
６
月
17
日

以
降
の
経
過
記
録
・
文
書
に

つ
い
て
調
査
を
実
施
し
、
町

と
事
業
者
間
に
お
け
る
行
政

手
続
の
経
過
や
協
議
内
容
な

ど
の
文
書
が
町
長
か
ら
議
会

へ
と
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
裁
判
を
控
え
て
い

る
こ
と
か
ら
慎
重
な
取
扱
い

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
特
別
委
員

会
で
は
、
調
査
の
進
め
方
を

協
議
し
、
同
委
員
会
の
幹
事

会
に
一
任
し
て
調
査
を
継
続

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

８
月
５
日

町
が
議
会
へ

　

 

関
連
資
料
を
提
出

これまでの経
過については
議会だより第
86号をご覧く
ださい

年月日 議 会 の 動 き 内　　　　　容

R6.1.31 再エネ特別委員会

ゴルフ場運営会社㈱チームトレインから令和６年の営業をもって終了し、
太陽光発電を設置することが表明される
太陽光発電事業者カナディアン・ソーラー・プロジェクト㈱から事業説明
を受ける

R6.6.13 再エネ特別委員会 カナディアン・ソーラーから住民説明会での内容説明・状況報告を受ける

R6.7.5 再エネ特別委員会
やくらいゴルフ場への太陽光発電事業に対する「反対表明」を全会一致で
採択

R6.7.8 反対決議書を町長に提出 メガソーラー事業に対する反対表明と町への要請を提出

R6.8.5 再エネ特別委員会
町から要請に基づく関係資料が提出される
今後の調査を幹事会に一任することを決定する

R6.8.28 第４回臨時会
ゴルフ場運営会社と太陽光発電事業者を相手に、ゴルフ場の土地について
所有権の返還を求める「訴えの提起」を賛成多数で可決

Vol.1は議会だより
第86号P2～3参照



決算審査特別委員会

髙 橋 聡 輔

着
実
に
行
財
政
改
革
を

　

一
般
会
計
の
決
算
収
支
は

６
億
９
９
７
８
万
円
の
黒
字
、

翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

６
億
５
１
８
２
万
円
の
黒
字

で
し
た
が
、
当
年
度
の
純
粋

な
収
支
で
あ
る
実
質
単
年
度

収
支
は
財
政
調
整
基
金
を
３

億
円
取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ

り
、
４
億
１
９
９
８
万
円
と

な
り
２
年
連
続
の
赤
字
で

あ
っ
た
。

　

単
年
度
収
支
の
バ
ラ
ン
ス

を
改
善
す
る
た
め
、
今
後
も

行
財
政
改
革
に
着
実
に
取
り

組
み
、
健
全
財
政
に
努
め
て

も
ら
い
た
い
。

施
設
の
長
寿
命
化
を

　

薬
師
の
湯
な
ど
振
興
公
社

が
管
理
し
て
い
る
施
設
の
老

朽
化
が
著
し
く
、
年
々
設
備

の
修
繕
費
用
が
多
額
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
寿
命

化
を
念
頭
に
お
い
た
計
画
的

な
改
修
が
必
要
で
あ
る
。

公
立
加
美
病
院 

負
担
金
増

　

年
々
増
加
し
て
お
り
、
町

の
財
政
状
況
に
及
ぼ
す
影
響

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、

様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

改
善
案
を
新
年
度
予
算
へ

　

各
委
員
か
ら
町
の
事
業
に

対
し
て
、
様
々
な
改
善
案
が

出
さ
れ
た
の
で
、
新
年
度
予

算
編
成
に
反
映
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
、
早
急
に
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。

委
員
長
報
告

計画的な改修で「最高のおもてなし」

Ｐ６～７ページでは
　決算審査で注目した事業・決算をチェック!!

全会計の歳入・歳出決算を

全会一致で認定

議会はこの事業・決算に注目!!

・観光施設の維持管理事業

・公立加美病院 町負担金

・地域おこし協力隊

・学力向上関連事業

・畜産農家継続支援
決算審査

録画映像

令和５年度　各会計の決算額と採決結果

※資本的収支の不足額には、損益勘定留保資金や積立金などで補填しています。

会　計　名 歳 入 額 歳 出 額 採決結果

一　　　般　　　会　　　計 145億4,600万円 138億4,622万円 認　定

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 29億1,485万円 27億4,290万円 認　定

後 期 高 齢 者 医 療 2億9,405万円 2億8,942万円 認　定

介 護 保 険 33億5,189万円 32億2,478万円 認　定

介 護 サ ー ビ ス 事 業 742万円 534万円 認　定

加美郡介護認定審査会 746万円 515万円 認　定

霊 園 事 業 427万円 211万円 認　定

町 営 駐 車 場 事 業 242万円 217万円 認　定

下 水 道 事 業 12億5,383万円 8億9,851万円 認　定

浄 化 槽 事 業 1億　 25万円 8,499万円 認　定

水　道　事　業
収益的収支 5億3,523万円 5億2,760万円

認　定
資本的収支 296万円 1億3,654万円

決
算
審
査
の
流
れ

各会計決算を慎重に
審査するため、特別
委員会を設置

（議長を除く議員で構成）

担当課ごとに審査を
行い、特別委員会で
認定するか、賛否を
決める

特別委員会の採決結
果や審査内容などを
特別委員長が報告

令和５年度決算に対
して、賛成・反対の
立場から討論

▶今回は討論者なし

委員長報告や討論な
どをふまえ、各会計
決算を議決

▶全会計決算【認定】

決算審査

特別委員会

の設置

各会計の

歳入歳出決算を

審査・採決

本会議で

審査結果を報告
討論 本会議で議決

９月
定例会

　

９
月
定
例
会
は
、
10
日
か
ら
20
日
ま
で
の
11
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
11
人
の
議
員
が
町
政
運
営
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
、

議
案
審
議
で
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
し
た
令
和
５
年
度

各
種
会
計
決
算
11
件
を
認
定
、
認
定
こ
ど
も
園
設
置
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
７
議
案
を
原
案
通
り
可
決
、
教
育
長
な
ど
の
人
事
案
件
４
件

に
同
意
、
報
告
１
件
を
受
け
ま
し
た
。

定例会で審議した内容

報
告 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

１
件

条
例
の
一
部
改
正 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
２
件

令
和
６
年
度
補
正
予
算 

‥
‥
‥
‥ 

３
件

令
和
５
年
度
決
算
認
定 

‥
‥
‥
‥ 

11
件

契
約
の
締
結 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

１
件

人
事
案
件 

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥ 

４
件

町
道
の
認
定
・
廃
止 

‥
‥
‥
‥
‥ 

１
件

監
査
意
見
書
(
抜
粋
)

代表監査委員

田 中 正 志

徹
底
し
た
歳
出
削
減

　

令
和
３
〜
７
年
度
の
５
年

間
を
「
行
財
政
改
革
集
中
期

間
」
と
位
置
づ
け
、
歳
入
の

確
保
、
事
業
の
見
直
し
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

徹
底
し
た
歳
出
削
減
に
よ

り
、
当
年
度
の
純
粋
な
収
支

で
あ
る
実
質
単
年
度
収
支
の

赤
字
幅
が
減
少
し
、
財
政
調

整
基
金
の
取
り
崩
し
額
を
前

年
度
に
比
べ
て
１
億
円
抑
制

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

財
源
不
足
へ
の
対
応

　

依
然
と
し
て
赤
字
体
質
で

あ
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金

に
よ
る
財
源
不
足
へ
の
対
応

が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
寄
附
受
け
入
れ
額
が

初
め
て
２
億
円
を
突
破
す
る

な
ど
、
自
主
財
源
の
確
保
の

努
力
も
見
え
て
い
る
。

事
業
の
再
編
が
重
要

　

こ
れ
ま
で
人
件
費
の
抑
制

な
ど
行
政
運
営
効
率
化
に
努

め
て
い
る
が
、
既
存
事
業
・

経
費
の
徹
底
し
た
見
直
し
に

よ
る
行
財
政
改
革
と
、
個
別

施
設
計
画
を
着
実
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

よ
り
一
層
、
政
策
効
果
に

基
づ
く
事
業
の
再
編
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
。

令和５年度決算の
詳しい内容は広報
かみまち10月号を
ご覧ください

令和５年度 一般会計決算歳出総額

１３８億４,６２２万円は

どう使われた

行
財
政
改
革
を
推
進

行
財
政
改
革
を
推
進

健
全
財
政
へ

健
全
財
政
へ



地域おこし協力隊 ２，１２６万円

学力向上関連事業 ５，０８７万円

畜産農家継続支援 ２，０４０万円

地域おこし協力隊　地域おこし協力隊　髙髙
たかはしたかはし

橋橋  真真
まさまさ

人人
とと

さんさん

　タブレット導入４年目になり、教員の指導力は

着実にアップしているという。

　保護者からは、指導力の差や読み書きの力の低

下が心配だとの声があるが、低学年の場合には、

あえてタブレットを活用しないなど、学校ごとに

工夫していることが分かった。

　これまで44人を受け入れ、定住者は６割であり、

農業の協力隊は16人中８人が就農している。

　どの分野においても協力隊の活動はめざましい。

　今後、新たな隊員をどの分野に受け入れていく

のか定かではないとのことだが、中学校・高校の

学習支援が縮小しないか気がかりである。

　現在は、餌代の高騰に対して売買価格の下落によ

り、儲けはほぼ無い状況である。

　乳牛や肉用牛を購入する際、北海道産牛、町内産

和牛にそれぞれ追加助成をしている。

　社会情勢を見て、経営安定対策の補助金も見直さ

れているが、畜産業はなかなか厳しい状況である。

食料自給力向上に向けて農家を支援してほしい。

議会はこう見る!

議会はこう見る!

議会はこう見る!

決算審査特別委員会では、担当課職員から説明を聞き細部にわたり慎重に審査しました。

その中で、多くの委員が注目した事業・決算について、意見や考察を含めて紹介します。

公立加美病院 町負担金 ３億２，８４２万円

観光施設の維持管理事業 ３，７８０万円

　加美町振興公社への指定管理料約２億3,000万円

のほか、５つの施設修繕に3,780万円を支出している。

　合併後も観光振興に大きな役割を果たしてきたが、

毎年増額される指定管理料は、財政圧迫の大きな要

因となっている。早急な経営改善と施設全体のあり

方を検討すべきである。

　毎年３億円を超える負担金になっているが、今後

町財政に影響を及ぼすのではないかとの懸念がある。

　県の指導を受けて経営改善プランを進めてきてい

るとのことだが、加美町の老健施設利用者は年々減

少している状況から、更なる経営改善を求める声が

挙がっている。

議会はこう見る!

議会はこう見る!



町独自の交流人口対策費を追加
補正
予算

昨年12月に台湾で開催された「日本東北遊楽日」

債務負担行為とは…将来にわたる債務を負担する行為。　

　例：当年度に契約を締結するものの、支払いは翌年度に

　　　なる場合

●Pick upは、議員が質問した項目を中心に選んでいます。

一般会計補正予算

主な内容 補正額

歳
　
　

入

普 通 交 付 税 6,356.3万円

物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金

  1,761万円

子 ど も ・ 子 育 て
支 援 事 業 交 付 金

378.4万円

歳
　
　

出
　
　

物 価 高 騰 対 応
重 点 支 援 給 付 金

1,600万円

台湾訪問関連事業費 98.4万円

加美郡保健医療福祉
行政事務組合負担金

702.1万円

農道等災害復旧工事 1,580万円

債務
負担
行為

加美町留学生支援事業
（令和７～９年度）

900万円

増

減

減

増

増

増

増

Pick 
up1

Pick 
up2

Pick 
up3

全国から来る中新田高生の生活サポート

台湾との国際交流に向けて本格始動

加美老健施設　加美町の利用者減

●加美町留学生支援事業　900万円

中新田高校の全国募集に対する町の支援として、

町内の民間アパートを寮として借り上げ、在学中

の生活費のうち月額５万円を補助します。

●台湾訪問関連事業費　98万4千円

農産物の輸出やインバウンド（訪日外国人旅行）

人口の拡大に向け、台湾都市との姉妹都市締結に

向けて10月に訪問。

日本台湾交流協会への加入により、台湾の経済状

況や市場動向などの情報収集、台湾情勢セミナー

などに参加する予定です。

●加美病院・老人保健施設負担金　▲702万1千円

令和５年度の老人保健施設における加美町の利用

者が減少したことに伴い、負担割合が減少。

Pick up2 Pick up3

Pick up1

事業の主な内容

事業の主な内容

負担金減額の主な内容

おのだひがし園・おのだにし園

令和７年４月から「おのだ園」に統合

議案
審議

人

事

案

件

人
権
擁
護
委
員

教
育
委
員

教

育

長

令
和
６
年
９
月
29
日
か
ら

３
年
間

令
和
６
年
９
月
23
日
か
ら

４
年
間

令
和
７
年
1
月
１
日
か
ら

３
年
間

鎌
かま

田
た

　稔
みのる

さん（再）

（中新田・南町）

今
こん

野
の

　英
ひでとし

俊さん（新）

（宮崎・小泉）

田
た

崎
ざき

　敏
とし

子
こ

さん（再）

（宮崎・東町）

澁
しぶ

谷
や

 とう子
こ

さん（新）

（小野田・中嶋）

小野田地区の認定こども園２園が統合

伊保滝橋ほか１橋修繕工事 町道の認定及び廃止（本郷根岸線など）

　令和５年度に実施した橋梁修繕詳細調査並び

に橋梁長寿命化修繕計画に基づき、伊保滝橋・

源城橋の２橋について、塗装や舗装の打替えな

どの修繕工事を行います。

　統合検討委員会からの答申を受けて、令和６年

４月25日加美町教育委員会・総合教育会議が開催

され、統合の時期・新しい園の場所について答申

に沿って進めることが決定されました。

　これに伴う条例の一部改正を承認しました。

統合検討委員会からの答申内容（抜粋）

●統合の時期　令和７年４月１日

●新園の場所　おのだひがし園の現園舎

　　　　　　 （幼稚園部園舎・保育園部園舎）

●付帯意見

幼稚園部と保育園部が一体となった園舎の新　

設を強く要望する。

　県営圃場整備事業に伴う県有土地改良財産の

譲渡が完了したことにより、本郷・根岸地区内

の町道１路線の廃止と新設する３路線を認定し

ました。

答申内容は右記のとおり

伊保滝橋（小野田・南鹿原）伊保滝橋（小野田・南鹿原）

おのだにし園　幼稚園舎おのだにし園　幼稚園舎 おのだひがし園　幼稚園舎おのだひがし園　幼稚園舎



そ
の
他
の
質
問

●
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た

　

認
知
症
対
策
の
取
組

　

中
新
田
高
校
に
協
力

隊
を
配
置
し
て
３
年
目

を
迎
え
た
が
、
今
後
期
待
す

る
と
こ
ろ
と
学
校
が
目
指
す

も
の
は
。

　

地
域
創
造
学
を
通
し

て
、
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
人
材
を
育
て
る
た
め
、

学
習
支
援
を
期
待
す
る
。

　

学
校
で
は
、
町
の
活
性
化

に
直
結
す
る
人
材
を
育
ん
で

い
き
た
い
。

　

国
の
空
き
家
対
策
が

強
化
さ
れ
る
中
、
町
の

「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
見

直
し
の
状
況
と
策
定
時
期
は
。

　

法
改
正
で
管
理
不
全

空
家
へ
の
対
応
な
ど
が

示
さ
れ
た
。

　

新
た
な
支
援
制
度
も
計
画

に
盛
り
込
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
令
和
７
年
度

中
の
策
定
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

平
成
22
年
に
県
内
初

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
44
人

を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

農
業
振
興
の
主
な
取
組
と

成
果
は
。

　

農
業
法
人
な
ど
で
16

人
を
受
け
入
れ
、
卒
業

後
も
９
人
が
定
住
し
、
う
ち

８
人
が
就
農
し
て
い
る
。

　

町
の
基
幹
産
業
を
支
え
る

担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。

　

情
報
誌
『
地
域
お
こ

し
協
力
隊
瓦
版
』
に
多

彩
な
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、
波
及
効
果
と
思
わ
れ

る
具
体
例
は
。

　

各
地
域
で
ド
ロ
ー
ン

の
出
前
講
座
を
実
施
し

て
き
た
が
、
現
在
で
は
地
域

か
ら
の
要
望
で
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
や
公
民
館
事
業
で
教

室
を
開
催
し
て
い
る
。

　

宮
崎
地
区
の
空
き
家

１
９
６
戸
の
う
ち
、
未

管
理
空
き
家
が
86
戸
も
あ
る
。

　

令
和
４
年
度
に
あ
っ
た
苦

情
33
件
の
処
理
は
。

　

町
担
当
者
が
現
地
確

認
し
、
家
屋
の
損
壊
、

飛
散
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
は
、
所
有
者
な
ど
に
適
正

に
管
理
す
る
よ
う
通
知
し
て

改
善
を
促
し
て
い
る
。

　

周
辺
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
危
険
な
空

き
家
の
対
策
は
急
務
で
あ
る
。

今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　

無
料
相
談
会
に
よ
る

適
正
管
理
の
推
進
と
、

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を

促
し
て
利
活
用
を
推
進
し
、

空
き
家
の
増
加
を
防
ぐ
。

　

来
年
度
に
協
力
隊
を

配
置
す
る
分
野
と
人
数

の
見
通
し
は
。

　

農
業
の
振
興
を
中
心

と
し
て
、
各
課
と
町
の

活
性
化
に
必
要
な
分
野
の
隊

員
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て

い
る
。

　

解
体
を
促
す
た
め
に

費
用
の
助
成
制
度
を
創

設
す
る
考
え
は
。

　

ま
た
解
体
後
の
土
地
の
固

定
資
産
税
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

大
崎
市
な
ど
で
解
体

費
用
を
助
成
し
て
い
る
。

今
後
検
討
し
た
い
。

　

解
体
後
は
課
税
特
例

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

た
め
、
高
く
な
る
。

空き家対策

協力隊配置

放
置
か
解
体
か
ど
う
取
り
組
む

今
後
の
活
用
方
針
は

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
促
す

次
年
度
以
降
も
配
置
を
検
討

町長

教育長

柳川 文俊柳川 文俊 議員議員

伊藤 由子伊藤 由子 議員議員

質問のねらい

　危険な空き家の実

態を知るため、行政

区長にアンケートを

実施した。

　行政区が抱える空

き家問題に町が応え

てきたか伺う。 録画映像

録画映像

中学校での学習支援の継続を

長年放置されている空き家

質問のねらい

　中新田高校存続の

ため、協力隊の学校

魅力化支援での活躍

はめざましい。

　次年度も中学校で

の学習支援を継続す

るために採用すべき。

そ
の
他
の
質
問

●
ツ
ー
ル
・
ド
・
３
４
７

加美町

空き家バンク

町ＨＰ

地域おこし協力隊

問 問

問

問

問

問

問

問

町長

町長

町長

ひと・しごと
推 進 課 長

ひと・しごと
推 進 課 長

税務
課長

ひと・しごと
推 進 課 長

ひと・しごと
推 進 課 長

教育長

一 般 質 問 目 次

通告１番

通告３番

通告５番

通告２番

通告４番

通告６番

通告７番

通告９番

通告11番

通告８番

通告10番

柳川　文俊（やながわ ふみとし）

一條　　寛（いちじょう ひろし）

木村　哲夫（きむら てつお）

伊藤　由子（いとう ゆうこ）

髙橋　聡輔（たかはし そうすけ）

伊藤　　淳（いとう じゅん）

尾出　弘子（おいで ひろこ）

佐々木 弘毅（ささき こうき）

米木　正二（よねき しょうじ）

伊藤　信行（いとう のぶゆき）

味上 庄一郎（みかみ しょういちろう）
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12ページ

13ページ
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13ページ
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放置か解体かどう取り組む

住民サービスの向上は

西古川駅まで住民バス運行を

今後の活用方針は

活用計画は早期対応を

こども・高齢者に優しい町へ

トラブル対策は

漆沢地区住民７割が受け入れ

自然災害への取組は

自伐型林業に取り組む考えは

転売事実隠
いんぺい

蔽は誰の指示か

加美町立認定こども園

おのだひがし園
きりん組

似顔絵を描いてくれたおともだち

■一般質問…議員が、町への政策提言や町の課題

　　　　　　などについて、町に質問すること。

※一般質問の録画映像は、掲載しているＱＲコー

ド（議員写真下）で視聴できます。

空き家対策

協力隊配置

自治体ＤＸ

合併特例債

公共交通

福祉対策

ＳＮＳ教育

森林整備

風力発電

再エネ問題

災害対策



そ
の
他
の
質
問

●
住
宅
地
に
お
け
る

　

鳥
獣
出
没
と
空
き
家
対
策

そ
の
他
の
質
問

●
環
境
美
化

　

（
ご
み
集
積
と
沿
道
の
除
草
）

　

子
ど
も
議
会
な
ど
で

度
々
、
運
動
で
き
る
公

園
や
遊
具
整
備
の
要
望
が
出

さ
れ
て
き
た
が
、
現
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

今
年
度
、
老
朽
化
し

た
遊
具
の
更
新
を
進
め

て
お
り
、
次
年
度
以
降
も
順

次
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　

ス
ポ
少
な
ど
の
習
い

事
の
送
迎
に
、
住
民
バ

ス
を
活
用
で
き
な
い
か
。

　

小
学
生
の
保
護
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
68

％
が
「
有
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス

が
あ
れ
ば
利
用
す
る
」
と
の

回
答
だ
っ
た
。

　

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策

定
を
進
め
る
中
で
、
し
っ
か

り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
ど
も
食
堂
、
フ
ー

ド
パ
ン
ト
リ
ー
の
設
置

状
況
と
、
取
組
の
内
容
は
。

　

８
月
３
日
に
中
新
田

公
民
館
を
会
場
に
テ
ス

ト
開
催
し
た
。

　

こ
ど
も
食
堂
は
60
食
を
提

供
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
で

は
、
子
育
て
世
帯
や
ひ
と
り

親
世
帯
、
生
活
困
窮
世
帯
に

対
し
て
食
材
を
無
料
で
配
付

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

乳
幼
児
健
診
の
実
施

状
況
は
。

　

新
生
児
の
聴
覚
検
査

か
ら
３
歳
児
健
診
ま
で

を
実
施
し
て
い
る
。

　

育
児
の
不
安
な
ど
が
あ
れ

ば
、
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
体
制

を
こ
ど
も
家
庭
課
と
連
携
し

て
取
っ
て
い
る
。

　

西
古
川
駅
ま
で
の
住

民
バ
ス
路
線
延
伸
の
検

討
状
況
は
。

　

ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
色
麻

線
が
競
合
路
線
と
し
て

運
行
し
て
い
る
の
で
、
延
伸

が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
昨
年
町
が
実
施

し
た
西
古
川
駅
の
利
用
状
況

調
査
結
果
を
㈱
ミ
ヤ
コ
ー
バ

ス
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
「
公

共
交
通
の
利
便
性
に
つ
な
が

る
こ
と
に
対
し
て
は
協
力
し

て
い
き
た
い
」
と
、
前
向
き

な
発
言
が
あ
っ
た
。

　

実
現
に
向
け
て
合
意
形
成

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

町
が
発
行
す
る
刊
行

物
は
、
高
齢
者
も
見
や

す
く
な
る
よ
う
工
夫
し
、
分

か
り
や
す
い
説
明
を
加
え
て

発
行
し
て
は
ど
う
か
。

　

役
場
全
体
で
、
文
字

の
大
き
さ
や
書
体
、
読

み
や
す
く
要
点
を
ま
と
め
た

文
章
に
統
一
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。

　

通
学
費
用
助
成
制
度

の
検
討
状
況
は
。

　

中
学
・
高
校
生
の
保

護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
取
組
と
し
て
効
果
的

で
あ
る
」
と
の
回
答
が
多

か
っ
た
。

　

制
度
設
計
に
向
け
て
調
査
、

検
討
し
て
い
る
が
、
具
体
的

な
案
は
ま
だ
な
い
。

公共交通

福祉政策

西
古
川
駅
ま
で
住
民
バ
ス
運
行
を

こ
ど
も
・
高
齢
者
に
優
し
い
町
へ

実
現
に
向
け
合
意
形
成
を
目
指
す

具
現
化
に
向
け
施
策
を
推
進

町長

町長

木村 哲夫木村 哲夫 議員議員

伊藤　淳伊藤　淳 議員議員

質問のねらい

　町内ＰＴＡとの議

会ミーティングの中で、

住民バスの運行につ

いてや通学費用助成

の要望があったため、

検討状況を問う。 録画映像

録画映像

数多くの日用品や食材の

提供・協賛が集まる

提供された

「野菜カレー」

送迎する車で混雑する西古川駅

西古川駅まで延伸を

質問のねらい

　子どもと高齢者に

対して要望されてい

る事項の早期着手と、

予算を伴わない施策

はどんどん実践して

いくべきとの視点か

ら問う。

加美町

住民バス

町ＨＰ

こども食堂

フードパントリー

こども家庭
課 長

問

問

問

問

問

問

問

町長

町長

町長

建設
課長

副町長

保健福祉
課　　長

そ
の
他
の
質
問

●
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
後
付
け
の
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違

　

い
急
発
進
抑
制
装
置

Check
※合併特例債

　合併した市町村が新しいまちづくりのため、

総合計画や新町建設計画に基づき実施する事

業のうち、特に必要と認められる事業に対する

財源として、借り入れることができる地方債（借

入金）のこと。

■令和６年度までの発行額　約93億6,000万円

　（令和７年度以降の発行可能額は約42億円）

　

以
前
か
ら
、
子
ど
も

議
会
や
保
護
者
か
ら
、

公
園
整
備
の
要
望
が
出
て
い

る
が
予
定
は
あ
る
か
。

　

今
年
度
、
あ
ゆ
の
里

公
園
「
子
ど
も
広
場
」
、

「
小
野
田
中
央
児
童
遊
園
」

の
遊
具
更
新
を
進
め
て
い
る
。

次
年
度
以
降
も
整
備
を
進
め

て
い
く
。

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は

ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い

る
の
か
。

　

決
裁
事
務
の
電
子
化

を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
対
象
業
務
が
拡
充
さ

れ
れ
ば
、
印
刷
費
用
の
削
減

が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

導
入
し
て
資
料
の
電
子
化
を

進
め
て
い
る
。

　

町
の
総
合
計
画
は
、

町
長
の
意
見
が
大
き
く

反
映
さ
れ
る
指
針
で
あ
る
が
。

　

所
信
表
明
や
施
政
方

針
で
示
し
た
雇
用
・
福

祉
・
子
育
て
の
３
本
柱
を
基

本
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

※
合
併
特
例
債
を
活
用

し
て
新
庁
舎
建
設
を
進

め
て
い
る
が
、
残
り
の
発
行

可
能
額
の
充
当
先
は
検
討
し

て
い
る
の
か
。

　

合
併
特
例
債
の
活
用

計
画
は
、
新
庁
舎
整
備

と
現
庁
舎
解
体
の
計
画
、
小

野
田
地
区
統
合
認
定
こ
ど
も

園
の
整
備
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
旧
旭
小
学
校
の
改
修

や
、
あ
ゆ
の
里
公
園
の
整
備

な
ど
に
も
充
当
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

自
治
体
が
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
(
Ｄ
Ｘ
)
化
す
る
目

的
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

や
経
費
削
減
だ
と
思
う
が
、

進
捗
状
況
と
推
進
の
考
え
は
。

　

今
年
３
月
に
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
を
策
定
し
て
、

書
か
な
い
窓
口
シ
ス
テ
ム
の

導
入
、
各
種
審
査
会
の
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
化
、
防
災
ア
プ

リ
の
導
入
に
取
り
組
ん
だ
。

　

今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
向
け
て
推
進
し
て
い
く
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
費
用

や
機
器
更
新
に
対
す
る

国
か
ら
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で

活
用
で
き
る
補
助
事
業

が
あ
る
。

　

10
月
か
ら
郵
便
料
金

が
値
上
げ
さ
れ
る
が
、

Ｄ
Ｘ
化
で
費
用
を
削
減
す
る

考
え
は
。

　

紙
媒
体
の
通
知
を
電

子
フ
ァ
イ
ル
で
の
送
付

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
印

刷
費
や
郵
送
に
か
か
る
人
件

費
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

自治体ＤＸ

合併特例債

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は

活
用
計
画
は
早
期
対
応
を

一
部
業
務
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

必
要
な
事
業
に
効
果
的
に
活
用

町長

町長

一條　寛一條　寛 議員議員

髙橋 聡輔髙橋 聡輔 議員議員

質問のねらい

　自治体がＤＸ化を

推進することにより

住民サービスの向上、

業務の改善、行政経

費の削減を図る必要

があると考えた。 録画映像

録画映像あゆの里公園「子ども広場」（イメージ）

12月2日から「マイナ保険証」へ移行

質問のねらい

　総合計画・新町建

設計画と合併特例債

は切り離せない。

　起債を有効に活用

するには、新庁舎整

備以外も検討し始め

なければならない。

そ
の
他
の
質
問

●
部
活
動
地
域
移
行
の
町
の

　

取
組
は

マイナンバー

カードの

申請方法

問

問

問

問

問

問

問 町長

町長

企画財政
課　　長

企画財政
課　　長

企画財政
課　　長

企画財政
課　　長

建設
課長



　

国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
届
出
が
令
和
３

年
５
月
７
日
に
受
理
さ
れ
た

時
点
で
転
売
を
把
握
し
て
い

た
の
に
、
な
ぜ
議
会
に
報
告

し
な
か
っ
た
の
か
。

　

誰
か
の
指
示
が
な
け
れ
ば
、

担
当
職
員
が
隠
蔽ぺ

い

す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
は
。

　

前
町
長
と
ゴ
ル
フ
場

代
表
が
面
談
し
、
名
義

は
チ
ー
ム
ト
レ
イ
ン
の
ま
ま

で
、
経
営
改
善
を
し
た
い
と

の
説
明
を
受
け
、
見
守
る
判

断
を
し
た
。

　

今
後
、
町
有
地
の
賃

貸
証
明
書
を
風
力
発
電

事
業
者
に
発
行
し
な
い
よ
う

に
し
て
は
。

　

撤
収
の
た
め
の
継
続

は
す
る
が
、
計
画
遂
行

の
た
め
に
は
貸
さ
ず
、
保
安

林
解
除
に
も
同
意
し
な
い
。

　

風
力
発
電
事
業
に
伴

う
固
定
資
産
税
や
土
地

賃
借
料
は
、
ど
の
く
ら
い
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
民
間
へ
の
経
済
効

果
の
推
測
は
。

　

固
定
資
産
税
は
守
秘

義
務
の
た
め
回
答
は
で

き
な
い
が
、
土
地
賃
借
料
は

昨
年
度
が
約
５
０
０
万
円
、

今
年
度
は
３
８
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

　

民
間
へ
の
経
済
効
果
は
、

道
路
整
備
工
事
や
燃
料
調
達
、

宿
泊
、
飲
食
な
ど
で
地
元
企

業
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。

　

民
法
第
５
８
０
条
第

３
項
の
買
戻
し
期
限
の

な
い
覚
書
は
、
買
戻
し
条
項

と
言
え
な
い
の
で
は
。

　

係
争
の
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
。
訴
訟
の
担
当
弁

護
士
も
判
断
が
分
か
れ
る
と

し
て
い
る
。

　

あ
く
ま
で
ゴ
ル
フ
場
の
継

続
を
信
用
し
た
が
、
裏
切
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

令
和
３
年
４
月
23
日

の
臨
時
議
会
終
了
後
の

登
記
手
続
き
は
、
事
前
に
準

備
さ
れ
て
い
た
の
で
は
。

　

契
約
書
の
日
付
だ
け

が
手
書
き
で
あ
る
。

　

裏
で
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・

ソ
ー
ラ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

㈱
と
太
陽
光
発
電
事
業
推
進

を
最
初
か
ら
取
り
決
め
て
い

た
こ
と
は
、
契
約
書
か
ら
も

明
白
で
あ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
Ｅ
宮
城
加
美
町

ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
の

稼
働
で
苦
情
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
地
域

貢
献
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

苦
情
は
な
い
が
、
音

が
気
に
な
る
世
帯
に
対

し
て
、
二
重
サ
ッ
シ
化
の
対

応
を
取
っ
た
と
の
報
告
を
事

業
者
か
ら
受
け
て
い
る
。

　

協
定
書
に
基
づ
い
た
１
０

０
０
万
円
の
寄
附
や
、
漆
沢

集
会
所
の
改
修
な
ど
が
行
わ

れ
て
お
り
、
加
美
町
独
自
の

貢
献
策
も
検
討
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

　

漆
沢
地
区
住
民
を
対

象
に
私
が
独
自
に
取
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
風
力

発
電
を
受
け
入
れ
る
」
が
７

割
、
音
に
関
し
て
は
「
日
常

生
活
に
支
障
は
無
い
」
と
の

意
見
が
多
か
っ
た
。

　

「
地
元
が
反
対
し
て
い
な

い
の
に
地
元
以
外
の
人
が
反

対
す
る
の
が
理
解
で
き
な

い
」「
漆
沢
地
区
に
誹
謗
中

傷
が
あ
り
残
念
だ
」
と
の
意

見
が
あ
る
が
。

　

風
向
き
で
か
な
り
音

が
す
る
と
聞
い
た
。

風力発電

再エネ問題

漆
沢
地
区
住
民
７
割
が
受
け
入
れ

転
売
事
実
隠い

ん
ぺ
い蔽

は
誰
の
指
示
か

事
業
者
が
地
域
貢
献
し
て
い
る

代
表
者
と
の
面
談
で
見
守
る
判
断

町長

総務課長

佐々木 弘毅佐々木 弘毅 議員議員

味上 庄一郎味上 庄一郎 議員議員

質問のねらい

　風力発電事業はわ

が町には不要か。今

年５月にＪＲＥの風車

が本格稼働した漆沢

住民の声を届けると

ともに、事業者の地

域貢献策を問う。 録画映像

録画映像

質問のねらい

　なぜ議会に報告さ

れなかったのか、誰

かの指示があったの

か、事実を明らかに

するため。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

●
な
し

●
な
し

（他自治体の例）

　固定資産税の推計

　10基、20年間稼働

　約１億7,000万円

やくらいゴルフ場転売問題の真相解明を

整備された道路や法面

（ＪＲＥ風力発電）

問

問

問

問

問問

問

町長

町長

町長

町長町長

町長 総務
課長

そ
の
他
の
質
問

●
観
光
及
び
地
域
振
興

●
庁
舎
建
設

Check

Check

※情報流通プラットフォーム対処法

　従来のプロバイダ責任制限法に、イ

ンターネット上での誹謗中傷被害を防

止することを目的として、ＳＮＳなどの

運営事業者に対し、人権を侵害する投

稿への迅速な対応などの新たな規制

が盛り込まれた。

※メディアリテラシー

　テレビや新聞、インターネットなど

から得た情報の真偽を見極めて読み

解いたり、情報を正確に発信したりす

る能力。

　

人
工
の
針
葉
樹
林
の

整
備
は
進
ん
で
い
る
よ

う
だ
が
、
天
然
の
広
葉
樹
林

の
整
備
状
況
は
。

　

令
和
２
〜
３
年
度
に

広
葉
樹
の
利
活
用
と
ナ

ラ
枯
れ
防
止
を
目
的
と
し
た

更
新
伐
(
伐
採
後
に
違
う
樹

種
を
植
え
る
)
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
利
活
用
の
一
環
と
し

て
、
ま
き
の
販
売
や
イ
ス
・

テ
ー
ブ
ル
を
製
作
し
て
中
新

田
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る
。

　

昨
年
の
加
美
町
長
選

挙
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で

前
町
長
に
対
す
る
誹
謗
中
傷

が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
た
が
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
新
し

い
ツ
ー
ル
が
普
通
と

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
注

意
喚
起
し
て
い
く
。

　

町
長
選
挙
で
の
情
報

提
供
は
な
か
っ
た
。

　

選
挙
公
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　

一
度
に
伐
採
す
る
木

を
最
小
限
に
留
め
な
が

ら
再
造
林
を
図
り
、
山
の
荒

廃
を
防
ぐ
「
自
伐
型
林
業
」

に
取
り
組
む
考
え
は
。

　

生
計
を
立
て
る
た
め

に
必
要
な
所
得
の
確
保

が
難
し
い
た
め
、
大
崎
管
内

で
も
取
組
事
例
が
な
い
。

　

慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
果
敢
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

学
校
現
場
で
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
い
じ
め
を

予
防
す
る
取
組
は
し
て
い
る

の
か
。

　

各
学
校
で
は
、
児
童

生
徒
・
保
護
者
を
対
象

に
適
切
で
安
全
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

含
め
た
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い

て
啓
発
活
動
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
学
校
や
関
係
機

関
と
の
情
報
共
有
を
図
り
な

が
ら
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
・
対
応
に
努
め
る
。

ＳＮＳ教育

森林整備

ト
ラ
ブ
ル
対
策
は

自
伐
型
林
業
に
取
り
組
む
考
え
は

適
切
な
ネ
ッ
ト
利
用
を
促
す

果
敢
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

教育長

町長

尾出 弘子尾出 弘子 議員議員

伊藤 信行伊藤 信行 議員議員

質問のねらい

※情報流通プラット

フォーム対処法の施

行により、※メディア

リテラシー教育の重

要性が問われ、学校

教育や社会での対応

が求められている。 録画映像

録画映像

新たな森林経営モデルの確立を

支障木を間引いて木を育てる

質問のねらい

　新しい林業モデル

である、環境に負荷

をかけない低コスト

林業（自伐型林業）

に取り組むべきでは

ないか。

そ
の
他
の
質
問

●
な
し

町ＨＰ

森林整備対策室

町ＨＰ

行政相談

人権相談

ネット上の誹謗中傷がない社会へ

　

林
業
の
マ
ン
パ
ワ
ー

は
不
足
し
て
い
る
が
、

担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用

す
る
考
え
は
。

　

林
業
や
木
工
を
な
り

わ
い
と
し
て
、
町
に
定

住
で
き
る
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ

を
描
い
て
か
ら
募
集
し
た
い
。

問

問

問

問

町長

町長選挙管理
委 員 長

教育長

森林整備
対策室長

問町長



住民生活にＤＸを活用

あなたと議会をつなぐガイドブック

令和６年７月９日～１０日

令和６年８月６日～７日

視察レポート　教育民生常任委員会

視察レポート　議会広報常任委員会

視察先：北海道鷹
たか

栖
す

町・東
ひがしかぐら

神楽町

視察先：大阪府岬町議会・奈良県王寺町議会

切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援

議
員
手
づ
く
り
の
広
報
紙

い
つ
の
間
に
か
健
康
に

読
み
や
す
い
書
体
の
採
用

鷹栖町

岬　町

東神楽町

王寺町

　

妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
切
れ

目
の
な
い
体
制
づ
く
り
の
た

め
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
お

り
、
助
産
師
も
採
用
し
て
い

る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、

小
児
科
・
産
婦
人
科
・
助
産

師
に
24
時
間
ス
マ
ホ
で
無
料

相
談
も
で
き
る
。

　

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
準
備
を
進
め
て
い
る

本
町
で
も
参
考
に
し
た
い
。

　

「
事
務
局
員
の
手
を
煩
わ

せ
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
か
ら
、
イ

ラ
ス
ト
・
写
真
の
準
備
な
ど

も
議
員
自
ら
行
っ
て
い
る
こ

と
に
驚
い
た
。

　

「
昨
日
、
岬
町
に
引
っ
越

し
て
き
た
中
学
生
で
も
分
か

る
よ
う
な
文
章
を
目
指
す
」

と
い
う
編
集
方
針
は
、
非
常

に
具
体
的
で
分
か
り
や
す
く
、

実
践
で
き
る
と
こ
ろ
は
参
考

に
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
28
年
に
「
ひ
が
し
か

ぐ
ら
健
康
く
ら
ぶ
」
を
設
立

し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど

を
目
指
し
て
㈱
タ
ニ
タ
ヘ
ル

ス
リ
ン
ク
と
連
携
し
、
デ
ー

タ
を
活
用
し
て
健
康
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
20
年
間
で
急
激
に
進

む
高
齢
化
対
策
の
基
礎
デ
ー

タ
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
。

　

よ
り
効
果
的
な
取
組
の
必

要
性
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　

「
町
民
の
参
加
、
脱
・
報

告
書
、
読
み
や
す
い
レ
イ
ア

ウ
ト
、
文
字
を
少
な
く
写
真

を
多
く
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

編
集
し
て
い
た
。

　

20
〜
40
代
の
女
性
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
関
心
が
高

い
情
報
を
中
心
に
掲
載
し
て

お
り
、
住
民
が
手
に
取
り
た

く
な
る
雑
誌
感
が
特
徴
的
で

あ
っ
た
。

　

視
察
を
参
考
に
今
号
か
ら

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
た
。

手厚いサポートで子育てを応援（鷹栖町）

議員自らの手による広報紙づくり（岬町議会）

担当者が敏腕の広報アドバイザー（王寺町議会）

「楽しく無意識に健康になろう！」（東神楽町）

　

人
口
が
一
番
多
い
中

新
田
地
区
に
は
、
水
害

時
の
避
難
先
が
無
い
た
め
、

避
難
場
所
の
確
保
は
最
重
要

課
題
で
あ
る
と
思
う
が
。

　

水
害
が
発
生
す
る
前

に
避
難
指
示
を
出
し
て
、

安
全
な
地
域
へ
の
避
難
を
促

し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
地
元
企
業
と
災
害
時

の
協
定
を
結
ん
で
避
難
所
と

し
て
提
供
し
て
も
ら
う
体
制

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

災
害
発
生
時
の
職
員

体
制
は
。

　

対
策
本
部
の
設
置
・

職
員
の
招
集
・
情
報
収

集
・
避
難
誘
導
な
ど
の
災
害

時
職
員
初
動
活
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
対
応
す
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
運
用

に
は
職
員
の
認
識
が
大

切
で
あ
る
。

　

対
応
策
と
危
機
管
理
体
制

の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、

危
機
管
理
室
を
課
に
改
め
る

べ
き
で
は
。

　

休
日
で
も
全
職
員
に

通
知
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
。

　

来
年
度
に
向
け
て
組
織
体

制
や
人
員
配
置
を
検
討
す
る
。

　

災
害
で
は
、
自
助
・

共
助
が
大
き
な
役
割
を

果
た
す
が
、
自
主
防
災
組
織

で
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

県
の
防
災
指
導
員
資

格
を
区
長
な
ど
に
取
得

し
て
も
ら
う
よ
う
促
す
と
と

も
に
、
行
政
区
に
い
る
有
資

格
者
の
活
用
を
図
る
よ
う
区

長
会
で
啓
発
し
て
い
く
。

災害対策

自
然
災
害
へ
の
取
組
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
対
応

町長

米木 正二米木 正二 議員議員

質問のねらい

　近年、大きな自然災

害が多発しており、平

時から住民の安全安

心を守り、防災・減災

の取組を進める必要

があるとの思いから。 録画映像

令和４年７月豪雨で名蓋川が氾濫

（中新田・上狼塚）

そ
の
他
の
質
問

●
な
し

町ＨＰ

危機管理室

町ＨＰ

帯状疱疹ワクチン

追跡シリーズ

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

こ
れ
ま
で
の
定
例
会
な
ど
で
質
問
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

帯
状
疱
疹
は
、
免
疫

の
低
下
な
ど
で
発
症
し
、

重
い
後
遺
症
を
生
ず
る
こ
と

も
あ
る
。

　

予
防
の
た
め
、
高
齢
者
ワ

ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
が
必

要
と
考
え
る
が
。

　

国
や
県
の
動
向
や
、

県
内
市
町
村
の
取
り
組

み
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　

今
年
４
月
１
日
よ
り

50
歳
以
上
の
希
望
者
に

対
し
て
接
種
費
用
の
一
部
助

成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

保
健
福
祉
課
、
小
野
田
・

宮
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
予
診

票
(
助
成
券
)
を
受
け
取
り
、

郡
内
医
療
機
関
に
て
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

令和４年12月定例会
議会広報№80号から

■
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

■
今
年
４
月
か
ら
助
成
開
始

そ
の
後

　30年ほど前に私自身も罹
かか

りま

した。「つづらご」とも言わ

れ、寝ている時もピリピリとし

た痛みが３週間ほど続き、つづ

らごの実のエキスを塗って痛み

を和らげた記憶があります。

 （柳川）

調査員
コメント 十分達成できている

問

問

問

問

問 町長

町長

危機管理
室　　長

危機管理
室　　長

副町長

保　健
福祉課



月日 本会議・委員会など 内　　　容

8月

5日 再 エ ネ 特 別 委 員 会 CS宮城やくらいGC太陽光発電事業について調査 ⇒ P2～3

6～7日 議 会 広 報 常 任 委 員 会 視察研修（大阪府岬町議会・奈良県王寺町議会） ⇒ P17

19日 全 員 協 議 会 認定こども園設置条例の一部改正についてなど協議

23日 産 業 経 済 常 任 委 員 会 薬用植物ムラサキ、畑わさびの進捗状況など調査

27日 議 会 運 営 委 員 会 第3回定例会の運営についてなど協議

28日 第 ４ 回 臨 時 会 議案審議（訴えの提起）・補正予算 ⇒ P2～3

9月

10～20日 第 ３ 回 定 例 会 一般質問・議案審議・令和5年度決算審査など ⇒ P4～

26日

総 務 建 設 常 任 委 員 会 加美町表彰等の見直しについてなど調査

教 育 民 生 常 任 委 員 会 加美町表彰等の見直しについて調査

10月

16日 教 育 民 生 常 任 委 員 会 障害者施設の現状について調査（現地視察あり） ①

17日 議会改革推進協議会幹事会 PTAとの意見交換会の意見集約について協議

23～24日 総 務 建 設 常 任 委 員 会 視察研修（岡山県美咲町・岡山県西粟倉村） ②

28～29日 産 業 経 済 常 任 委 員 会 視察研修（熊本県大津町・熊本県菊池市ほか）

次回定例会は

１２月上旬ごろ
の開催予定です

議会傍聴について

インターネットで映像配信しています

▲

傍聴・視聴された方（延べ人数）

会　議
傍聴者人数 議会中継（LIVE）

アクセス件数男性 女性

９月定例会
※決算委員会含む

１４ １１ １，９４４

〈表紙〉

議会はどうしても堅いイメージがある。　

　　　　

　今号から、若い世代にも手に取ってもら

えるように雑誌感のある表紙に変更しまし

た。

　議会だより８４号（令和６年２月１日発行）に

対する議会だよりモニターからのご意見・ご感想

を紹介します。

モニター

広　報
委員会

視 察 受 け 入 れ
　議会におけるタブレットの活用やペーパーレス化

についての視察を受け入れました。

10/11 美里町議会　議会活性化調査特別委員会

傍聴の受付は「小野田支所３階」にて行います。

申請書に住所・氏名・年齢などをご記入ください。

一般傍聴席は「19席のみ」となります。

満席時には、１階会議室で生中継を視聴できます。

軽作業をする利用者
（クローバーハウス）

ダウンサイジングの
まちづくりを町長が説明

（岡山県美咲町）

①

②

※議会だよりの編集のため、議会広報常任委員会を5回（9/10、20、10/9、15、22）開催しました。

議会だよりへ一言

▶
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10
月
11
日
、
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
（
日
本
被
団

協
）
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん

で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な
る

紛
争
が
未
だ
に
絶
え
ま
せ
ん
が
、

日
本
被
団
協
に
よ
る
68
年
間
の

訴
え
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
感

動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
受

賞
が
、
核
使
用
リ
ス
ク
の
歯
止

め
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
祈
る
ば

か
り
で
す
。

　

今
回
、
議
会
広
報
の
表
紙
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
イ

メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
と
若
者
が

手
に
取
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
編

集
委
員
一
同
、
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

 

　

（
伊
藤
由
子
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

編
集
委
員　

 

　

委 

員 

長　

伊
藤　

由
子　

 

　

副
委
員
長　

木
村　

哲
夫

　

 　

委　
　

員　

尾
出　

弘
子

　
　

 　

 

〃 　
　

佐
々
木
弘
毅

　
　

 　

 

〃 　
　

柳
川　

文
俊

　
　

 　

 

〃 　
　

髙
橋　

聡
輔

　

青
年
部
は
、
45
歳
以
下
の
経
営
者
や
後
継
者
で

構
成
さ
れ
、
主
な
活
動
は
、
講
習
会
の
開
催
・
他

青
年
部
と
の
交
流
会
・
地
域
行
事
へ
の
協
力
や
青

パ
ト
で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な
ど
で
す
。

　

毎
年
「
主
張
発
表
大
会
」(

全
国
商
工
会
青
年

部
連
合
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
６
月
21

日
に
や
く
ら
い
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
宮
城

県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
浅
野
健
太
副
部
長
が
大
崎

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

て
再
確
認
し
た
青
年
部
活
動
の
重
要
性
」
を
テ
ー

マ
に
発
表
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
町
内
中
学
校
卒
業
式
で
の
巨
大
卒
業

証
書
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
作
成
や
、
鳴
峰
中
学
校

の
校
訓
の
名
板
（
木
枠
）
作
成
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
・
学
校
関
係
者
・
地
域
住
民
と
の
交
流
が

広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。

　

８
月
に
行
わ
れ
た
東
北
・
北
海
道
大
会
で
も
最

優
秀
賞
に
輝
き
、
11
月
に
大
阪
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

部　　長　三嶋　謙裕
事 務 局　加美商工会小野田支所
　　　　　担当：玉槻
連 絡 先　☎６７－２４２７
■青年部では会員を募集しています！
　興味がある方は事務局までご連絡
　ください。

　

原
町
行
政
区
は
、
東
西
に
約
１
３
０
０
ｍ
、
南

北
に
約
４
０
０
ｍ
で
、
国
道
３
４
７
号
線
が
区
中

央
部
を
横
断
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
鳴
瀬
川
ダ
ム
建
設
に
よ
る
工
事
車
両

の
往
来
が
増
え
て
お
り
、
交
通
量
が
増
加
し
て
き

て
い
ま
す
。
交
通
安
全
母
の
会
の
提
案
に
よ
り
、

各
戸
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
交
通
安
全
旗
を
配
付
し
、

春
・
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
道
路
へ
の
出

入
口
に
旗
を
掲
げ
て
、
事
故
防
止
を
啓
発
し
て
い

い
ま
す
。

　

敬
老
会
や
収
穫
祭
な
ど
の
行
事
は
、
婦
人
会
・

青
年
会
な
ど
各
種
団
体
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い

ま
す
。
月
一
回
開
催
し
て
い
る
「
お
茶
っ
こ
飲
み

会
」
は
、
健
康
教

室
や
ス
コ
ッ
プ
三

味
線
演
奏
会
な
ど

を
行
い
、
区
民
交

流
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

秀
峰
・
薬
萊
山

を
仰
ぎ
つ
つ
、
健

康
で
楽
し
く
過
ご

せ
る
行
政
区
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

世帯数　１０５世帯

人　口　３０８人

（令和6年9月末現在）

日野　俊児 区長
みんなが集う「お茶っこ飲み会」

現青年部より未来の青年部へ


